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論文審査要  ヒ日
 核磁気共鳴吸収スペクトルの急速な進歩により,本法は有機化学研究にとり,不可欠の道具となっ
 てお・り.基礎有機化学のほかに天然物化学にもきわめて大きな貢献をなしている。核磁気共鳴の現象
 中、有機化学と直接密接な関連をもつているのは化学シストとスピン結合の二つであり、本研究は後
 者のスピン結合に重点を置いて行われたものである。
 第1章a)では置換基の電気陰性度と隣接プ・トンどうしの結合定数との関連性を、ステ・イド誘
 導休について次の興味ある結果を見出した。すなわちシクロヘキサン環に赴いて、一・・般にJaaは8一
 一10cps、JeaとJeeは2-3cpsとされているが,アセトキシル、水酸基,ハ・ゲンなどの置換墓
 がeqに結合しているときはJae=5、0土1.ocpsとなり.axに結合しているときはJea=Jee嵩2.5
 -3,0CI)sとなることを見出した。この知見は立体配置の研究上,大きな意義を有するものである。
 纂1章1)では不飽和系に沿いて5結合距つた両端のプ・トンがジグザグ形に配列しているときは,両
 者問に1eps程度のかなり大きな5結合スピン現象の存在することを見出し,多数の例をあげて実証
 している。
 第1章。ではステ・イド骨格を形成する6員環がカルボニル基などのために歪んでいる場合には,
 その6員環■上のax角メチル基と隣接ax-Hとの間にカプリングがあることを論じている。この結論
 は重水素置換化合物のスペクトルならびにスピンデカプリングの実験に基づいてお・り,やはり複雑な
 天然物の構造決定一11、重要な発見である。
 第2章は天外物の構造決定に対するスピンデカプリングの応用について論じている。スピンデカプ
 リングは、スピン結合の人]『'的消去法として、近時,機器の発達とともに急速に用いられてきている
 本法であるが.老堵の実際に関与したユ。種の複雑な天然物について.この方法がいかに有効である
 かを示した。
 第3茸では測定溶媒を変えることが時としていかにスペクトルを簡略化させるかが述べられてむり,
 方法はシグナルの一重なり合った複雑なスペクトルの解析にはきわめて重要な実験手段である。
 以上を要するに著者は巧みな実験と優秀な実験装置との併用により従来の核磁気共鳴吸収スペクト
 ・ルではまだ判ってい左かつた微細なスピン結合の研究が.いかに重要な意義をもつかを明らかにした。
 なお・、化学専攻の教官多数の列席の下に,本人に学位申請論文の内容に関し.約30分説明を行わ
 せ,そのあと,内容を中心として出/、EIEl教官から約30分間にわたって質問に答えさせた。以!二を総合
 し.て,審査員■一同はノーマン,エス,バツカ提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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